
1 はじめに 
パン工場は出荷数量予測が重要な課題となる.関連

研究より, 環境要因を用いて数量化Ⅰ類を使用して小
売店の来店人数の予測を行い,高い精度が実現できる
ことが示されている1).そのため,パン商品も店舗によ
って発注法は様々であると考えられ,発注法の特徴を
把握しなければ正しい予測を行うことは難しいと言え
る.別の関連研究より,予測モデルが成分ベクトルとし
て表されるモデルProphetについて示されている2).ま
た,Prophetはドメイン知識として環境データ等を導入
することができるため本研究では,Prophetの予測モデ
ルに環境データを導入し,店舗毎の成分を調査するこ
とで各店舗がどの様な要素を考慮し発注を行なってい
るか,その特徴を分析する． 
また,関連研究では回帰分析などを用いてベーカリ

ー店の販売数を予測し,高い精度を実現している3).し
かし3)では,各店舗の発注量決定の要因を調査するこ
とはできない.また1)より,店舗毎の発注法の分析には
環境データを用いて分類する必要があると言える.そ
こで本研究ではProphetの予測モデルに環境データを
追加で考慮し,店舗を分類することで発注法の特徴を
分析する. 

2 研究方法 
Prophet の予測モデルは以下の式(1)の様に定式化さ

れている. 

𝒚(𝒕) = 𝒈(𝒕) + 𝒔(𝒕) + 𝒉(𝒕) + 	𝝐𝒕.         (1) 
 
𝑔(𝑡)は時系列の値の非周期的変化であるトレンド関

数,	 𝑠(𝑡)は週次(曜日の効果),年次(月の効果)の季節
性である周期的変化,	 ℎ(𝑡)は休日の影響,	 𝜖"はエラー
項を表していて,これらの成分を用いて𝑦(𝑡)の予測値
を算出する.本研究で考慮している環境データはモデ
ルの線形部分である𝑠(𝑡)に影響する.また,本研究では
休日の影響を考慮していないため𝑔(𝑡), 𝑠(𝑡)のみ調査
する. 研究方法の手順は,予測対象の訓練用データ,環
境データを作成し Prophet による予測を行う.次に
MAE(平均絶対誤差)を用いて予測精度を算出する.予
測精度を用いて各店舗をどの環境データを考慮した時
に一番精度が良いかで分類を行い,最後に分類毎に予
測モデルの各成分ベクトルを調査し,特徴を分析する. 
また,本研究で使用したデータはパン工場出荷デー

タ,対象店舗の日毎のイベントの有無をまとめた販促
イベントデータ,対象店舗付近の気象台の日平均気温,
日平均湿度の気象データの 4 種類である.また,日平均
気温,日平均湿度を用いて不快度指数を算出する. 

3 結果 
各分類の予測値を 1 に正規化して週次,年次の季節

性,販促イベント,気象データ等に分解して算出を行い,
分析した結果について以下の Table １にまとめる. 
 

Table 1 : 各分類での成分分析の結果 

 
結果より各項目を用いて対象店舗の全てを分類する

ことができることがわかった.また,各分類の店舗で重
視する項目が様々であることが分かった. 

4 考察 
関連研究 1),3)では,予測に影響を及ぼす要素を確認す

ることはできなかったが,本研究では発注数予測の精
度で店舗を分類し,発注数に影響を及ぼす要素を分析
することで,今後行う精度の良い予測に繋げることが
できた.結果から,不快度指数 75 以上と平均気温の実
測値を考慮した分類の店舗数が多くなったことが分か
る.パンは蒸し暑い日に売上が低下すると言われ,どち
らも体感,天気予報などで誰もが簡単に得られる情報
であるため,発注の際に考慮する店舗が多いと考えら
れる. 

5 おわりに 
本研究では,パン商品を取扱う店舗に対して予測モ

デル Prophet による様々な環境データを考慮した予測
を複数行い,店舗毎の発注数の意思決定に影響を与え
る成分を分析した結果,考慮した環境データの予測精
度によって店舗を分類することで発注の特徴が判明す
ることが分かった.今後の課題として,本研究で判明し
た発注の特徴を考慮し,出荷数量の予測を行う. 
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概要－ 本稿では,パン工場出荷データと様々な環境データを用いて予測を行い店舗毎の発注法の特
徴を分析している.パン商品は消費期限が短く,納期が短いため出荷数量の予測は重要であるが,店舗
毎の発注法は様々と考えられるため,完璧な予測は難しい.そこで,予測モデルが成分ベクトルとして
表されるモデル「Prophet」を使用し,各店舗の成分を調査することで発注法の特徴を分析する. 
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